
高知県小学生バレーボール連盟 
第 2 回 コンプライアンス研修会 （Ｒ７ ６／７） 

 

 全国大会県予選大会前、そして梅雨前のじめじめした時期の開催となりましたが、当日は

県小連加盟チームのほとんどの代表者やそれに代わる方がご参加くださり、組織マネジメン

トや日小連コンプライアンス規定等に関する研修を深めていただきました。 

 前回春の研修会では、選手・保護者も参加していましたので、指導に関することに焦点を

当てたお話は控えさせてもらったところもありますが、今回は指導者の方々の研修会という

事で、指導方法や指導者の資質向上そして組織運営の核心に迫るようなお話ができたのでは

ないかと思います。 

 参加者からの声につきましては、以下に掲載をしています。ご確認ください。今後とも「優

盛バレー マナーアップ運動 高知県小連」の活動方針に向かい、連盟が一つになって取り

組みましょう。 

現段階で男子選手の登録者数は、前年度末を 20 名以上超えています。女子は４０名ほど

少ないですが、この少子化の中、大健闘であると思っています。この流れを途絶えさせない

ようにがんばりましょう。 
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４ 今回の研修に参加してどのような点が役に立ちましたか。（参加者全員） 

組織の在り方を知れました 

指導においての行動や言動や心構えなどについて参考になった。 

事例をきちんと説明して頂いた点 

自身の今置かれている立場に於いて、今後の改善点や対策等の理解。 

これからの指導者に必要な資質 

組織の考え方 

チームの規約が必要 

日々、新たな事を教えてもらったので勉強になりました。 

日小連の処分基準 

実事例を上げてのコンプライアンス事例と対策 

指導者としての心構え 

指導者としてあるべき人物像が少し明確になった 

組織マネジメントにおいて、具体的な体制図を知ることができてよかったです 

現情報等、取り組みの把握 

想像以上の SNS の怖さ 

しっかりとチーム内の役割を確認して組織力を上げようと思います 

コンプライアンス規定違反について 指導者としての心得 

指導者に必要な資質についての訊く＝尋ねるという分野 

組織作りについて 

規約を作り保護者、指導者ともよりよいバレー活動をしていきたいと思いました 

指導者は日々成長が必要と再認識しました。 

指導者として今後どうチームや子供達と関わるべきかがわかった。 

指導者のあり方、子供達との触れ合い参考になります。 

指導者としての立場のあり方。指導方法の考え方の勘違いがあった。 

様々な立場があるも思うが、互いに感謝することの大切さ。 

コンプライアンス事案について確認できた。SNS に関しての視点がなかった 

チームの規約の大事さ、 

６ 高知県小連コンプライアンス委員会の今後の活動に望みたいことは？（抜粋） 
引き続き勉強会の実施や事例紹介をお願いしたいです。 

 保護者もスポ少の一員なので、保護者向けの共育ブックを作成・共有をしていただけると良い

方向にいくのではないかと思います。 

情報、取り組みの変化に対応できる敏速な情報の提供！ 

どのような事案があったかを小さな事でも教えてもらいたいです。 

研修は指導者向け、保護者向け、選手向けで内容を変え、研修することを望む。 


